
1 学校名 Pessoa corporariva juridica, Shohaku Oshiman 

2 住所 　Rua Ferdinando Galiani,80　Cep;04112-050

3 電話・　e-mail  HP Tel;5904-2456
E-Mail：oshiman@terra.com.br
http://www.oshiman.com.br/

4 創設者名 川村真倫子　（学園長）

5 現理事長名 本田剛志　　　校長　川村真由美

6 開設時期 1951年松拍塾（日本語学校）創設

7 沿革 1990年大志万学院　幼稚園（未公認）
1993年ブラジル公認校に昇格

8 教育理念 日本の精神文化の普及と強化
松柏…あたり一面が枯れ尽くす季節にも、松と柏だけは青々とした葉を残す

9 教育目標 ①日伯の絆を強め、日伯それぞれの良さを兼ね備えた素晴らしい国民の育成
ブラジル人の良さ＝明るさ　欠点＝いい加減な面
日本人の良さ・美徳＝時間厳守、勤勉さ
②日本の”心”の理解が必要⇒高度な日本語習得の必要性
単語の表面的な意味だけでなく、含まれるニュアンスまで説明

10 生徒数 総数260人　幼稚園～中学校（14歳）　日系人７０％　２５人以下/クラス
　(幼　　人/小　　　人/中　　人/高　　　人）

11 日本語教師 斉藤副校長他５名

12 日本語・日本文化教育課程 全日制、日本語は義務教育。日本の小学4年生までの教科書を取り寄せて使用して
いる。
ⅰ特別講座…華道、書道、そろばん、柔道、茶道
ⅱ道徳・躾…トイレ掃除のしかた、食事マナー
ⅲ日本語を正課とし　50分×3/週

13 教科書 日本の国語の教科書（光村図書）使用
光村書籍の副読本（会話のできるもの、ゲーム要素あり））を使っている。
中学校卒業までに、日本の小学校課程全課終了
文字教育も並行。辞書の引き方、漢字の書き順等も指導

14 施設 2004年10月新校舎竣工　総工事費1億6千面円　含む内部備品
敷地面積　3,300㎡　地下1階地上3階建

15 日本の学校との交流 玉川学園、千葉の公立学校と交流（30年間以上、隔年で訪日）
日本で日本語を使うチャンスがある。子供たちのモチベーションになる

16 機構への要望 日本から教師を連れてくる。
当校の日本語教師を日本で研修させて欲しい。その際、必ずホームステイをさせ日
本の生活を共にして日本語・日本文化を身に付けさせて欲しい。外国人の子供向け
日本語学習教材（神経衰弱とかゲーム要素の入っている教材）が日本に無い。機構
加盟の各コレジオはおかれた環境（周辺の進学校の有無）、ニーズ、日本語必修の
有無等が異なりバラバラで一つになれるか疑問。

17 備考 教師・生徒ともに姿勢が美しい。丁寧なお辞儀　日本語は流暢ではない
自らの教育理念を守るため財団法人化しない。政府の援助無く授業料収入のみで
経営は厳しい。
日本人は真面目で大勢の中では引っ込む、ズバズバ言えない。
中国は、イビラプエラ公園で中国文化の展覧会を開催、爾来中国語・文化がブーム
となっている。日本文化の凄さを知っているのはレベルの高い非日系人。企画専門
家に委ね日本文化のアッピールが必要。語学大学２０１４年オープン？？？

４．社団法人　松拍大志万




